
◇
特
別
寄
稿

ソ
ン
の
行
動
哲
学
に
接
す
る
と
、
自

然
と
感
化
（influenced

）
さ
れ
、
自

分
の
魂
が
反
応
し
て
い
る
こ
と
に
気

が
付
く
の
で
あ
る
。

　
地
域
活
性
化
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の

行
動
哲
学
を
法
学
的
に
表
現
す
れ
ば

「
リ
ー
ガ
ル
・
マ
イ
ン
ド
」
で
あ
り
、

経
営
学
的
に
表
現
す
れ
ば
「
ビ
ジ
ネ

ス
・
マ
イ
ン
ド
」
で
あ
る
。
各
企
業

の
ビ
ジ
ネ
ス
・
マ
イ
ン
ド
を
知
る
上

で
は
、
社
史
が
重
要
な
資
料
と
な
る
。

静
岡
産
業
大
学
社
史
セ
ン
タ
ー
に

は
、
本
学
総
合
研
究
所
の
大
坪
檀
所

長
が
収
集
し
た
も
の
を
中
心
に
、
約

２
０
０
０
冊
の
社
史
が
所
蔵
さ
れ
て

い
る
。
社
史
は
、
経
営
学
の
研
究
に

と
っ
て
重
要
な
資
料
と
な
る
だ
け
で

な
く
、
日
本
社
会
や
地
域
社
会
の
形

成
、
発
展
の
過
程
を
考
察
す
る
う
え

で
も
有
用
な
も
の
で
あ
る
。

関
東
大
震
災
に
よ
る
受
難
の
克
服

　
約
１
０
０
年
前
の
１
９
２
３
年
９

月
１
日
に
相
模
湾
を
震
源
と
し
て
発

生
し
た
関
東
大
震
災
は
、
東
京
、
神

奈
川
だ
け
で
な
く
、
静
岡
県
東
部
地

域
に
も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

被
災
企
業
の
中
に
は
、現
在
の
シ
ャ
ー

プ
の
創
業
者
の
よ
う
に
、
関
東
か
ら

関
西
に
移
転
し
て
再
起
を
め
ざ
す
動

は
、
全
国
の
地
域
活
性
化
の
成
功
事

例
に
つ
い
て
約
30
年
に
わ
た
っ
て
現

地
を
訪
問
し
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に
出

会
い
、
成
功
の
秘
訣
や
創
意
工
夫
を

凝
ら
し
た
試
行
錯
誤
の
過
程
を
調
査

し
て
き
た
。
ま
た
、
近
年
は
総
務
省

の
外
郭
団
体
で
あ
る
地
域
総
合
整
備

財
団
の
地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
事

業
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
全
国
各

地
を
訪
問
し
て
い
る
。
全
国
の
事
例

で
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
成
功

に
導
い
た
要
因
が
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の

行
動
哲
学
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
各
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
行
動
哲
学

は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
お
り
、
二

宮
尊
徳
の
報
徳
思
想
の
よ
う
な
思
想

的
共
通
性
は
な
い
。
基
本
的
に
は
、

他
人
に
向
か
っ
て
説
く
も
の
で
は
な

く
、
自
分
に
言
い
聞
か
せ
る
た
め
の

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
キ
ー
パ
ー

社
史
か
ら
学
ぶ
先
人
の
行
動
哲
学

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
地
球
規

模
で
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
人
々
の

行
動
が
制
約
さ
れ
、
経
済
活
動
に
多

大
な
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。「
コ

ロ
ナ
禍
」
と
称
さ
れ
る
現
在
の
状
況

は
、
地
震
等
の
天
災
に
遭
っ
た
と
同

じ
受
難
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
受
難

の
出
来
事
は
、
こ
れ
ま
で
も
繰
り
返

し
訪
れ
て
き
た
。

　
受
難
の
出
来
事
は
、
地
域
の
再
生

の
契
機
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
筆
者

先
人
か
ら
学
ぶ
受
難
の
克
服
　

小
泉
祐
一
郎 

氏
　

き
も
あ
っ
た
。

　
社
史
で
注
目
す
べ
き
は
、
受
難
の

際
の
先
人
の
行
動
で
あ
る
。
社
史
の

中
か
ら
関
東
大
震
災
後
の
対
応
を

拾
っ
て
見
る
と
、
経
営
者
の
震
災
後

に
示
し
た
方
針
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

企
業
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
。

　
例
え
ば
、
あ
る
会
社
で
は
、
社
内

の
意
思
の
疎
通
の
徹
底
が
第
一
番
に

示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
点
に
関
し
、
長
年
に
わ
た
っ

て
社
史
を
研
究
し
て
き
た
大
坪
檀
所

長
は
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

「
受
難
は
、
新
た
な
創
造
の
契
機
＝

チ
ャ
ン
ス
と
な
る
。
創
造
に
と
っ
て

必
要
な
こ
と
は
異
質
な
も
の
と
の
複

合
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
同
質

の
仲
間
で
は
な
く
、
異
質
な
人
と
の

出
会
い
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

重
要
で
あ
る
。」
こ
の
会
社
の
社
史
を

見
る
と
、
社
内
の
学
閥
の
存
在
な
ど

が
平
時
に
お
け
る
企
業
経
営
で
課
題

と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
関
東
大
震
災
で
味
の
素
の
鈴
木
商

店
の
本
店
は
焼
失
、
川
崎
工
場
は
倒

壊
し
た
が
、
復
旧
の
た
め
に
経
費
を

惜
し
む
な
と
社
長
は
指
示
を
し
、
工

場
の
近
代
化
と
拡
張
が
行
わ
れ
、
生

産
能
力
が
大
幅
に
向
上
し
た
。
一
方

静
岡
県
中
部
未
来
懇
話
会
研
究
委
員
、

静
岡
産
業
大
学
総
合
研
究
所
長
代
理
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◇特別寄稿・先人から学ぶ受難の克服

で
、
被
災
の
２
日
後
に
は
、
被
災
者

に
小
麦
を
放
出
し
た
ほ
か
、
パ
ン
も

焼
い
て
配
っ
て
い
る
。

　
県
内
で
は
、
清
水
港
の
経
済
人
が

関
東
大
震
災
で
被
災
し
た
横
浜
港
の

窮
状
に
手
を
差
し
伸
べ
た
こ
と
や
清

水
港
で
の
救
護
活
動
に
尽
力
し
た
こ

と
が
、
社
史
だ
け
で
な
く
医
療
関
係

の
史
料
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
受
難
は
、
企
業
内
の
課
題
へ
の
対

応
や
新
た
な
創
造
へ
の
展
開
を
加
速

さ
せ
る
契
機
と
な
る
と
言
え
よ
う
。

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
、
旅
客
事
業
者
に
よ
る
貨
物
運
送

な
ど
緊
急
的
な
規
制
緩
和
が
国
に

よ
っ
て
行
わ
れ
た
が
、
現
在
の
「
コ

ロ
ナ
禍
」
で
発
生
し
て
い
る
現
象
に

は
、
将
来
の
社
会
の
姿
を
予
感
さ
せ

て
く
れ
る
も
の
が
潜
ん
で
い
る
。
受

難
の
際
は
思
い
切
っ
た
行
動
を
す
る

チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
が
、
平
時
に
将
来

構
想
を
温
め
て
お
く
こ
と
が
重
要
な

こ
と
を
社
史
は
示
唆
し
て
い
る
。
味

の
素
の
鈴
木
商
店
で
は
、
関
東
大
震

災
の
９
年
前
か
ら
積
立
金
制
度
が
導

入
さ
れ
復
興
資
金
に
役
立
っ
た
。

驚
く
べ
き
富
士
紡
績
の
内
部
資
料

　
企
業
経
営
の
実
践
的
な
研
究
に

と
っ
て
画
期
的
な
出
来
事
が
、
駿
東

内
に
医
務
所
が
、
工
場
外
に
は
中
央

病
院
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。

　
筆
者
が
資
料
を
見
て
驚
い
た
こ
と

は
、
関
東
大
震
災
で
工
場
が
倒
壊
し

た
直
後
に
、
従
業
員
が
何
処
で
何
人

死
亡
し
た
か
や
、
避
難
で
き
た
従
業

員
の
避
難
経
路
を
詳
細
に
図
面
で
記

録
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

復
興
の
た
め
の
予
算
の
詳
細
な
計
画

書
や
被
災
前
後
の
写
真
な
ど
、
様
々

な
内
部
資
料
の
原
本
が
存
在
し
て
い

る
。
中
に
は
、
特
定
の
職
員
が
採
用

さ
れ
て
退
職
金
を
受
け
取
る
ま
で
の

数
十
年
間
の
給
与
明
細
一
式
な
ど
の

個
人
情
報
も
あ
る
。
こ
う
し
た
資
料

が
廃
棄
さ
れ
ず
に
町
に
寄
贈
さ
れ
た

郡
小
山
町
で
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。

富
士
紡
績
小
山
工
場
の
跡
地
を
小
山

町
が
購
入
し
、
同
社
の
歴
史
的
な
建

造
物
を
改
修
し
、
同
社
か
ら
寄
贈
さ

れ
た
企
業
の
内
部
資
料
が
所
蔵
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
和
館

の
「
豊
門
会
館
」
は
、
東
京
で
経
済

界
の
交
流
の
場
と
も
な
っ
た
建
物
で

あ
り
、
渋
沢
栄
一
や
徳
富
蘇
峰
の
揮

毫
を
は
じ
め
貴
重
な
資
料
が
多
数
展

示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、現
地
に
あ
っ

た
洋
館
は
展
示
資
料
館
と
し
て
改
装

さ
れ
て
ジ
オ
ラ
マ
や
映
像
、
展
示
パ

ネ
ル
が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
う

し
た
整
備
は
、
建
築
の
専
門
家
で
あ

り
、
地
域
活
性
化
の
実
践
者
で
も
あ

る
溝
口
久
氏
が
静
岡
県
を
退
職
し
て

小
山
町
職
員
と
な
っ
て
担
当
し
た
。

　
展
示
資
料
以
上
に
貴
重
な
も
の
が
、

富
士
紡
績
の
内
部
資
料
で
あ
る
。
そ

の
存
在
は
県
内
で
も
屈
指
の
内
容
を

誇
る
小
山
町
史
に
も
記
載
さ
れ
て
お

り
、
町
史
編
纂
に
も
関
わ
っ
た
滋
賀

大
学
経
済
学
部
の
筒
井
正
夫
教
授
の

論
文
「
産
業
革
命
期
、
紡
績
大
企
業

の
危
機
へ
の
対
処
法
」(

彦
根
論
叢

２
０
２
０
年
春
号)

に
は
、
伝
染
病

予
防
の
た
め
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
エ
ア

コ
ン
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
や
、
工
場

の
は
、
富
士
紡
績
と
小
山
町
と
の
深

い
関
係
を
背
景
と
し
て
、
文
化
財
保

護
に
熱
心
な
町
民
や
資
料
の
価
値
を

理
解
し
た
町
職
員
の
長
年
の
努
力
が

あ
っ
た
。

　
筆
者
は
、
昨
年
、
民
間
企
業
に
よ

る
産
業
遺
産
テ
ー
マ
パ
ー
ク
で
あ
る

愛
媛
県
の
旧
別
子
銅
山
の
調
査
を

行
っ
た
が
、
近
代
の
住
友
財
閥
の
発

展
の
過
程
を
経
営
者
（
番
頭
さ
ん
）

の
行
動
哲
学
の
視
点
で
見
る
と
、
現

代
に
お
い
て
も
学
ぶ
べ
き
こ
と
は
多

い
と
感
じ
た
。

　
社
史
が
伝
え
る
先
人
に
よ
る
受
難

の
克
服
の
過
程
は
、
経
営
者
の
行
動

哲
学
が
人
々
を
感
化
さ
れ
た
当
時
を

彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

関東大震災による工場の死者の位置図

関東大震災の富士紡績小山工場の記録
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